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本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ

い
て
、
産
業
建
設
委
員
会
・
教
育
厚
生

委
員
会
・
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開

き
、
審
査
等
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

●
第
31
号　

島
原
市
建
築
関
係
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
【
可

決
】

Ｑ
本
議
案
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ
一
つ
目
が
接
道
義
務
で
あ
り
、
建
物
の

敷
地
が
２
メ
ー
ト
ル
以
上
、
建
築
基
準
法

の
道
路
に
接
道
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
法
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
25
年
以
前
の

建
築
物
な
ど
が
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ

り
、
そ
れ
を
既
存
不
適
格
建
築
物
と
し
て

認
定
申
請
を
行
え
ば
省
エ
ネ
改
修
が
で
き

る
。

　

も
う
一
つ
は
、
道
路
の
中
心
線
後
退
部

分
に
軒
が
出
て
い
る
場
合
に
、
認
定
申
請

を
行
え
ば
切
り
取
り
や
改
修
を
し
な
く
て

す
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ
仮
に
認
定
申
請
を
せ
ず
工
事
を
し
た
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
建
築
主
と
施
工
者
に
対
し
１
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、

ま
た
、
接
道
義
務
の
規
定
に
故
意
に
違
反

し
た
場
合
な
ど
に
は
、
建
築
主
に
対
し
て

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
違
法
建
築
物
と
既
存
不
適
格
建
築
物
の

違
い
に
つ
い
て
。

Ａ
既
存
不
適
格
建
築
物
は
、
建
築
基
準
法

が
施
行
さ
れ
る
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
物

な
ど
が
当
時
は
適
法
な
建
築
で
あ
っ
た

が
、
法
の
施
行
等
に
よ
り
不
適
格
と
な
っ

た
建
築
物
で
あ
る
。

　

違
法
建
築
物
は
建
築
主
が
故
意
に
違
法

に
建
築
し
た
建
築
物
等
で
あ
る
。

●
第
32
号　

島
原
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
可
決
】

Ｑ
本
市
に
お
い
て
こ
の
制
度
を
行
う
の
で

あ
れ
ば
、
保
育
士
の
数
を
増
や
さ
な
い
と

い
け
な
い
と
思
う
が
足
り
て
い
る
の
か
。

Ａ
今
回
の
条
例
改
正
は
家
庭
的
保
育
事
業

で
あ
り
、
現
在
、
本
市
に
な
い
施
設
で
あ

る
。
本
市
に
あ
る
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

園
に
つ
い
て
は
、
県
条
例
で
改
正
を
６
月

議
会
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
３
歳
が
20
人
か
ら
15
人
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、

現
在
も
一
人
多
く
配
置
す
る
加
配
を
し
て

お
り
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
４
、

５
歳
に
つ
い
て
、
当
分
の
間
ど
う
し
て
も

配
置
が
で
き
な
い
場
合
は
、
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
子
供
の
人
数
か
ら
十

分
配
置
で
き
て
い
る
状
況
と
考
え
て
い

る
。

●
第
33
号　

島
原
市
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
【
可
決
】

●
第
34
号　

長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
【
可

決
】

●
第
36
号　

令
和
６
年
度
島
原
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
【
可
決
】

Ｑ
補
正
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ
保
険
証
一
斉
更
新
の
分
で
あ
り
、
７
月

中
旬
に
送
付
す
る
。
今
年
の
12
月
２
日
か

ら
保
険
証
が
原
則
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
取

扱
い
に
な
る
の
で
保
険
証
の
発
行
が
な
く

な
る
。
安
心
し
て
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
全
被
保
険
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
下
４
桁
を
保
険
証
発
行
時

に
併
せ
て
通
知
す
る
。
国
か
ら
の
通
知
に

よ
り
特
定
記
録
郵
便
で
送
付
す
る
た
め
、

７
８
０
０
世
帯
分
を
計
上
し
た
。

産
業
建
設  

委
員
会

 

審
査
件
数
１
件

委
員
会
活
動
報
告

pick up

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

既
存
不
適
格
建
築
物
に
対
す
る
緩

和
規
定
に
接
道
規
制
及
び
道
路
内

建
築
制
限
が
追
加
さ
れ
、
当
該
緩

和
規
定
を
適
用
す
る
た
め
の
認
定

制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

当
該
認
定
制
度
に
係
る
手
数
料
を

新
設
す
る

教
育
厚
生 

委
員
会

 

審
査
件
数
６
件

pick up

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
児
童
の
年
齢
区
分
に
応
じ
た
職

員
配
置
に
係
る
最
低
基
準
の
見
直
し

を
行
う

pick up

長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を

図
る

pick up

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
現
行
の
被

保
険
者
証
が
発
行
さ
れ
な
く
な
る

pick up

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

65
億
３
２
０
４
万
８
千
円
と
定
め
る
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Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証
と
の

紐
付
け
が
さ
れ
て
い
な
い
方
へ
の
対
応

は
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
の
利
用
を
さ
れ

て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
当
面
の
間
、
資

格
確
認
書
を
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

●
第
37
号　

令
和
６
年
度
島
原
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
【
可
決
】

Ｑ
第
36
号
議
案
の
補
正
予
算
と
同
様
内
容

で
後
期
高
齢
者
の
方
々
に
保
険
証
を
送
付

す
る
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ
同
様
の
趣
旨
で
あ
り
特
定
記
録
郵
便
の

予
算
に
な
る
。

●
請
願
第
１
号　

長
崎
県
立
千
々
石
少

年
自
然
の
家
存
続
に
関
す
る
請
願
に
つ

い
て
【
不
採
択
】

Ｑ
廃
止
の
報
道
が
出
て
い
た
が
、
廃
止
理

由
に
つ
い
て
の
理
解
は
ど
う
か
。

Ａ
（
紹
介
議
員
）
県
に
お
い
て
必
要
か
ど

う
か
廃
止
の
検
討
を
始
め
た
と
い
う
段
階

の
話
で
あ
る
。
廃
止
理
由
と
し
て
は
、
老

朽
化
と
い
う
こ
と
で
示
さ
れ
る
と
思
っ
て

い
る
。

Ｑ
利
用
料
金
の
話
が
出
た
が
、
収
支
が

あ
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
収
支
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

Ａ
（
紹
介
議
員
）
資
料
が
な
い
た
め
わ
か

ら
な
い
。

Ｑ
少
年
自
然
の
家
を
残
し
た
い
と
い
う
こ

と
の
請
願
だ
と
思
う
が
、
一
番
強
調
し
て

言
い
た
い
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。

Ａ
（
紹
介
議
員
）
子
供
た
ち
の
健
全
育

成
、
自
然
体
験
、
郷
土
愛
を
育
む
よ
う

な
体
験
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
寄
与
す
る
施

設
で
あ
る
た
め
島
原
半
島
に
必
要
だ
と
思

う
。

【
賛
成
討
論
】
県
は
検
討
す
る
前
の
段

階
で
あ
る
が
、
施
設
等
が
ど
ん
ど
ん
無

く
な
っ
て
い
く
中
で
、
建
物
は
50
年
以
上

経
っ
て
い
る
が
、
ニ
ー
ズ
は
こ
れ
か
ら
も

上
が
り
そ
う
な
感
じ
が
す
る
。
こ
う
い
っ

た
施
設
は
島
原
市
に
も
舞
岳
山
荘
が
あ
る

が
、
島
原
半
島
で
他
に
あ
る
か
と
な
っ
た

と
き
に
千
々
石
少
年
自
然
の
家
は
貴
重
な

存
在
だ
と
思
う
。

【
反
対
討
論
】
県
自
体
が
廃
止
も
視
野
に

検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

現
状
で
判
断
す
る
に
は
材
料
不
足
の
感
じ

が
す
る
。
県
の
方
針
や
施
設
の
単
年
度
の

収
支
と
い
っ
た
内
容
の
も
の
を
提
出
を
し

て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
議
論
も
し
や
す
い

と
思
う
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
常
任
委

員
会
を
単
位
と
す
る
各
所
管
の
分
科
会

か
ら
の
審
査
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、

総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
第
35
号　

令
和
６
年
度
島
原
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
【
可
決
】

　

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
億
８
０
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の

総
額
を
２
５
７
億
４
５
８
０
万
６
千
円
と

す
る
も
の
。

Ｑ
町
内
会
・
自
治
会
関
係
経
費
１
６
０
万

円
の
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ
向
之
原
自
治
会
の
公
民
館
で
あ
り
、
エ

ア
コ
ン
２
台
の
改
修
交
換
で
あ
る
。

Ｑ
会
計
管
理
費
の
手
数
料
約
３
０
０
万
円

は
、
何
を
基
準
に
し
て
、
こ
の
負
担
が
必

要
に
な
る
の
か
。

Ａ
10
月
１
日
か
ら
公
金
の
支
出
に
際
し
、

指
定
金
融
機
関
で
あ
る
十
八
親
和
銀
行
が

他
行
の
銀
行
口
座
に
公
金
を
振
込
む
場

合
、
振
込
先
の
銀
行
に
対
し
て
１
件
あ
た

り
62
円
プ
ラ
ス
消
費
税
と
い
う
内
国
為
替

制
度
運
営
費
の
支
払
い
分
と
、
加
え
て
公

金
を
振
り
込
む
側
で
あ
る
十
八
親
和
銀
行

が
、
他
支
店
や
他
行
口
座
に
振
込
を
行
う

際
に
発
生
す
る
経
費
に
つ
い
て
も
公
費
で

賄
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
協
議
を
行
い
、
そ
の
金
額
を
50
円
プ
ラ

ス
消
費
税
と
決
定
し
た
。

Ｑ
た
し
ろ
号
Ｅ
Ｖ
化
実
証
実
験
に
つ
い
て

事
業
内
容
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

Ａ
今
回
計
画
し
て
い
る
実
証
実
験
は
、
国

土
交
通
省
の
モ
デ
ル
事
業
を
活
用
す
る
も

の
で
、
事
業
内
容
は
新
た
に
10
人
乗
り
の

Ｅ
Ｖ
車
を
１
台
導
入
し
、
走
行
や
バ
ッ
テ

リ
ー
使
用
量
な
ど
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て

ガ
ソ
リ
ン
車
と
の
燃
費
の
比
較
や
脱
炭
素

を
見
据
え
た
排
出
ガ
ス
の
削
減
効
果
な
ど

の
分
析
を
行
い
、
適
正
な
運
行
形
態
を
検

証
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

pick up

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
億
８
７
０
３
万
５
千
円
と
定
め
る

予
算
審
査
特
別 

委
員
会

 

審
査
件
数
１
件

pick up（歳出）

 

新
た
な
住
民
税
非
課
税
等
世
帯
支 

 

援
給
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　

９
０
９
１
万
７
千
円 

 

定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業

 

　
　
　

 

１
億
８
７
５
１
万
３
千
円

 

た
し
ろ
号
Ｅ
Ｖ
化
実
証
実
験
事
業  　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

２
０
５
６
万
３
千
円

 

堆
肥
化
処
理
施
設
整
備
支
援 

 
 

　

 

　
　
　
　

７
７
０
９
万
９
千
円

 

企
業
立
地
促
進
・
雇
用
創
出
事
業

 

　

 

　
　
　
　
　
　
　

１
２
２
万
円

 
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業
（
園
舎 

 
大
規
模
修
繕
助
成
）

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
３
７
万
円

 

向
之
原
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
エ
ア 

 

コ
ン
整
備
支
援 

　
　

１
６
０
万
円
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Ｑ
移
住
定
住
促
進
事
業
41
万
円
に
つ
い

て
、
学
生
寮
と
の
こ
と
だ
が
、
内
容
、
場

所
、
使
用
者
の
負
担
は
ど
う
か
。

Ａ
霊
南
一
丁
目
に
あ
る
国
家
公
務
員
宿
舎

の
一
部
を
市
外
や
県
外
か
ら
市
内
の
県
立

高
校
に
入
学
を
希
望
さ
れ
る
生
徒
の
居
住

先
と
し
て
借
り
上
げ
て
お
り
、
現
在
、

島
原
高
等
学
校
の
剣
道
部
の
寮
と
し
て
い

る
。
使
用
料
は
使
用
者
負
担
で
、
月
額

４
万
５
６
９
３
円
で
生
徒
の
部
屋
が
３
部

屋
、
管
理
者
の
先
生
の
部
屋
が
１
部
屋
、

駐
車
場
３
区
画
を
借
り
上
げ
て
い
る
。

Ｑ
税
の
定
額
減
税
と
定
額
減
税
補
足
給
付

金
の
支
給
を
合
わ
せ
た
ら
全
て
の
人
に

４
万
円
が
、
行
き
渡
る
と
い
う
こ
と
で
い

い
か
。

Ａ
定
額
減
税
の
対
象
者
は
所
得
税
及
び
住

民
税
所
得
割
課
税
が
さ
れ
て
い
る
人
が
対

象
で
あ
る
が
、
所
得
の
制
限
が
あ
り
高
額

所
得
者
は
対
象
外
で
あ
る
。
低
所
得
者
に

対
し
て
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
住
民
税
均

等
割
非
課
税
世
帯
及
び
住
民
税
均
等
割
の

み
の
課
税
世
帯
に
対
し
て
１
世
帯
当
た
り

10
万
円
を
支
給
し
て
い
る
。

Ｑ
学
ぶ
保
育
士
等
応
援
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
、
園
内
研
修
等
に
参
加
し
た
保
育
士

等
へ
手
当
等
を
支
給
す
る
と
あ
る
が
内
容

は
ど
う
か
。

Ａ
県
か
ら
の
10
分
の
10
の
補
助
金
で
あ

る
。
看
護
師
や
保
健
師
で
保
育
を
す
る
も

の
が
園
に
１
名
加
算
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
、
そ
の
方
々
を
含
め
保
育
士
等
に
一

人
当
た
り
２
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
に
な

る
。
園
の
ほ
う
で
研
修
を
し
た
後
に
３
月

１
日
基
準
日
で
そ
の
保
育
士
が
い
れ
ば

２
万
円
を
給
付
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
に

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
畜
産
環
境
対
策
総
合
支
援
事
業
費
補
助

金
の
総
事
業
費
に
つ
い
て
。

Ａ
補
助
対
象
事
業
費
は
１
億
５
４
２
０
万

円
で
あ
り
、
そ
の
２
分
の
１
が
県
支
出
金

で
あ
る
。
取
組
主
体
は
有
明
町
湯
江
の
養

鶏
業　

金
納
産
業
株
式
会
社
で
あ
る
。

Ｑ
企
業
立
地
促
進
・
雇
用
創
出
事
業
奨
励

金
に
つ
い
て
、
制
度
の
開
始
年
と
対
象
の

業
者
は
ど
こ
か
。

Ａ
本
奨
励
金
の
制
度
は
平
成
24
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
て
い
る
。
交
付
対
象
の
業
者

は
、
先
月
の
５
月
10
日
か
ら
市
内
の
山
寺

町
に
て
島
原
工
場
を
稼
働
さ
れ
た
本
社
が

南
島
原
市
に
あ
る
麺
製
造
業
の
株
式
会
社

山
一
で
あ
る
。

Ｑ
オ
ル
レ
推
進
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ
海
外
向
け
の
事
業
を
２
点
計
画
を
し
て

い
る
が
、
１
つ
目
は
訪
日
外
国
人
の
周
遊

促
進
事
業
で
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

韓
国
市
場
向
け
の
Ｐ
Ｒ
事
業
で
あ
る
。
２

つ
目
は
台
湾
に
も
九
州
オ
ル
レ
の
よ
う
な

コ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
交
流
を
深
め
る
た

め
の
視
察
並
び
に
Ｐ
Ｒ
活
動
で
あ
る
。

※
第
38
号
議
案
は
委
員
会
付
託
な
し

●
第
38
号　

令
和
６
年
度
島
原
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
【
可
決
】

　

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
６
９
９
９
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
２
６
０
億
１
５
８
０
万
円
と

す
る
も
の
。

全国市議会議長会表彰

種村 繁德 議員
（在職 20 年以上）

松坂 昌應 議員
（在職 20 年以上）

馬渡 光春 議員
（在職 25 年以上）

馬場 勝郎 議員
（在職 40 年以上）

　第 100 回全国市議会議長会定期総会において、市議会議員として、長きにわたり地方自治の発展と振興に貢献

された功績により、４人の議員が表彰を受賞され、５月31日の定例会本会議において表彰状の伝達を行いました。

pick up

定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業
に
係

る
予
算
に
つ
い
て
追
加
で
補
正
予

算
を
計
上
す
る

　

給
付
対
象
者
と
扶
養
者
数
の

　

見
込
人
数　

９
０
９
５
人

　
　
　
　
　
　
　

☟

　
　
　
　
　
　

１
万
８
千
人


